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雑

感

佐々木氏

ー寄稿ー

美術館の創設

印
象
派
が
登
場
す
る
お
よ
そ
十

年
前
、
一
八
六
〇
年
代
の
パ
リ
は

ナ
ポ
レ
オ
ン
３
世
に
よ
る
都
市
大

改
造
の
さ
な
か
に
あ
り
、
民
主
化

や
産
業
革
命
な
ど
も
あ
っ
て
経
済

活
動
が
大
き
く
増
大
、
空
前
の
活

況
を
呈
し
つ
つ
あ
っ
た
。

一
八
六
六
年
七
月
四
日
、
パ
リ

に
次
々
に
開
店
し
て
い
た
カ
フ
ェ

の
ひ
と
つ
で
―
―
パ
リ
を
挙
げ
て

祝
う
革
命
記
念
日（
七
月
十
四
日
）

に
は
ま
だ
十
日
あ
る
が
―
―
少
人

数
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ひ
と

き
わ
賑に
ぎ

や
か
な
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ

た
。外

交
官
、
高
級
官
僚
、
法
律

家
、
会
社
の
後
継
者
、
学
者
の
卵

な
ど
職
種
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
い
ず

れ
も
ア
メ
リ
カ
人
だ
っ
た
。
賑
や

か
な
の
も
当
然
で
、
彼
ら
は
母
国

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
独
立
記
念
日

を
祝
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
さ
ら

に
そ
の
席
で
、
彼
ら
が
常
に
羨せ
ん
ぼ
う望

の
眼ま
な
ざ差
し
を
送
る
ル
ー
ヴ
ル
に
匹

敵
し
う
る
よ
う
な
美
術
館
を
合
衆

国
に
つ
く
る
と
固
く
誓
い
合
っ
た

か
ら
だ
っ
た
。

帰
国
後
、
彼
ら
は
政
治
家
や
大

財
閥
の
長
、
関
係
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
機
関
な
ど
に
働
き
か
け
、
四
年

後
の
一
八
七
〇
年
四
月
、
つ
い
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
美
術
館
が
創
立

さ
れ
た
。
財
団
運
営
で
あ
り
、
国

か
ら
の
実
質
的
な
援
助
が
な
い
ば

か
り
か
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
展
示

場
や
収
蔵
庫
を
備
え
た
建
物
も
ま

だ
な
か
っ
た
が
、
賛
同
す
る
大
財

閥
な
ど
か
ら
の
寄
付
も
あ
っ
て
二

年
後
に
建
物
が
建
設
さ
れ
た
。

さ
ら
に
そ
の
八
年
後
の
一
八
八

〇
年
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
と
五

番
街
に
面
し
た
広
い
土
地
の
活
用

を
認
め
ら
れ
、
堂
々
た
る
フ
ァ

サ
ー
ド
の
巨
大
な
建
物
が
建
設
さ

れ
た
。
一
九
七
〇
年
の
大
規
模
改

修
を
経
て
、
現
在
で
は
建
物
延
べ

床
面
積
は
い
わ
き
市
立
美
術
館
の

五
十
倍
、
二
十
万
平
方
メ
ー
ト
ル

に
及
ぶ
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
総
数
約
三
百
万

点
、
学
芸
員
数
に
至
っ
て
は
…
も

は
や
比
較
で
き
る
レ
ベ
ル
で
は
な

い
。
今
で
は
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
と

双
璧
を
な
す
ま
で
に
な
っ
た
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
（
Ｍ
Ｅ
Ｔ
）

で
あ
る
。

一
八
七
〇
年
、
こ
の
美
術
館
の

創
設
を
祝
う
記
念
式
典
に
招
待
さ

れ
て
大
い
に
刺
激
さ
れ
た
ボ
ス
ト

ン
市
の
有
力
者
た
ち
が
、
ラ
イ
バ

ル
視
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
負
け

じ
と
、
わ
が
町
に
も
美
術
館
を
と

思
い
立
っ
て
す
ぐ
に
組
織
を
立
ち

上
げ
た
。
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
。
こ

ち
ら
も
実
質
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
だ
っ
た
。

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
は
準
備
に
六

年
を
費
や
し
、
一
八
七
六
年
七
月

四
日
―
―
す
な
わ
ち
合
衆
国
独
立

百
周
年
の
記
念
日
に
正
式
開
館
し

ー 6ー
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大
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閥
な
ど
が
寄
付
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美
術
館
に
譲
っ
た
日
本
の
陶
器
は

五
千
点
に
及
ん
だ
。

来
日
後
に
授
戒
し
、「
月
心
」

と
名
乗
る
ほ
ど
に
日
本
文
化
に
傾

倒
し
た
ビ
ゲ
ロ
ー
は
、
と
り
わ
け

浮
世
絵
を
精
力
的
に
収
集
し
た
。

総
数
約
三
万
三
千
点
の
そ
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
は
一
九
一
一
年
、
正
式

に
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ

た
。
岡
倉
天
心
が
一
時
期
ボ
ス
ト

ン
美
術
館
で
働
い
た
の
は
彼
と
の

交
流
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。

東
京
帝
大
で
天
心
を
指
導
し
た

フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
、
ボ
ス
ト
ン
美
術

館
に
日
本
の
至
宝
の
ひ
と
つ
「
平

治
物
語
絵
巻　

三
条
殿
夜
討
巻
」

を
も
た
ら
し
た
。

迫
真
の
描
写
で
鎌
倉
時
代
合
戦

絵
巻
の
最
高
傑
作
の
ひ
と
つ
と
言

わ
れ
る
同
作
品
は
、
明
治
初
期
、

た
。特

筆
す
べ
き
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
総
数
五
十
万
点
の
五
分
の
一
、

お
よ
そ
十
万
点
を
日
本
美
術
が
占

め
て
い
る
点
で
あ
り
、
そ
の
多
く

が
明
治
初
期
、
東
京
帝
大
教
授
と

し
て
来
日
し
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｓ
・

モ
ー
ス
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ

ロ
サ
、
代
々
医
師
の
家
系
で
裕
福

な
日
本
美
術
愛
好
家
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
Ｓ
・
ビ
ゲ
ロ
ー
に
よ
っ
て
収

集
さ
れ
た
。

大
森
貝
塚
の
発
掘
調
査
で
知
ら

れ
、
日
本
の
人
類
学
や
考
古
学
の

基
礎
を
築
い
た
ひ
と
り
で
あ
る

モ
ー
ス
は
、
一
方
で
日
本
の
陶
器

や
民
具
な
ど
の
熱
心
な
収
集
家
で

も
あ
っ
た
。
彼
が
後
に
ボ
ス
ト
ン

三
河
国
西
端
の
旧
藩
主
家
か
ら
売

り
に
出
さ
れ
た
。
わ
ず
か
五
百

円
（
現
在
の
価
値
で
一
千
万
円
前

後
？
）
だ
が
、
ま
っ
た
く
買
い
手

が
つ
か
な
か
っ
た
。

た
ま
た
ま
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
そ
れ

を
目
に
し
て
即
決
、
倍
の
価
格
で

購
入
す
る
こ
と
を
決
め
た
と
い

う
。
倍
額
に
は
買
い
手
を
明
ら
か

に
し
な
い
と
い
う
条
件
が
あ
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
人
が
買
っ
た
と
知

れ
る
と
、
国
か
ら
国
外
持
ち
出
し

を
禁
止
さ
れ
る
可
能
性
を
恐
れ
た

か
ら
と
も
い
う
。

明
治
初
期
の
日
本
の
不
明
を
残

念
が
る
向
き
も
あ
る
が
、
こ
こ
は

絵
巻
の
価
値
を
ア
メ
リ
カ
人
で
あ

る
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
正
し
く
評
価
し

て
く
れ
た
こ
と
を
喜
ぶ
べ
き
で
あ

ろ
う
。
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●「平治物語絵巻　三条殿夜討巻（部

分）」13世紀後半（鎌倉時代）

平清盛が京を留守にしている機に、藤原

信頼が源義朝たちと後白河上皇の住まう三

条殿を襲って上皇を拉致、建物に火をつ

ける様が描かれている。平治の乱の端緒で

ある。もし日本に残っていれば国宝になっ

ているとも言われる

日
本
文
化
に
傾
倒


